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１．研究の目的 

 グローバル化による経済発展は，女性の教育

水準の向上と相互に関連している．女性の意識変

革は，家族形態や国家構造にまで影響を与えてい

る．特に，東アジアでは経済発展とともに女性の

意識が大きく変わり，合計特殊出生率が急低下す

る一方で，女性の国際移動が拡大している．それ

が，外国人労働者の受け入れ，国際結婚の増加な

ど，さらなるグローバル化の要因となっている．

こうした社会変容の中で，女性がいかにして自立

を達成しようとしているのかを探求する．また，

東アジアでよりよい社会を構築するためには，女

性の自立支援のための教育，また，男女共同参画

社会をつくるための社会教育を，どのようにつく

っていけばいいのか調査研究する． 

東アジアにおいて，グローバル化は女性たちの

人生選択にどのような影響を与えているのか．経

済発展を促し教育水準を上げる一方で，貧富の格

差を拡大させ，貧困の女性化を進めている．国際

移動できるだけの社会的資源を有する女性は，伝

統的な価値や規範が強い自国を離れて，結婚相手

や職業を「より経済発展した国」で求める傾向も

顕著になってきている．本研究では，東アジアに

おける女性の意識，家族的価値やジェンダー規範，

各国の家族政策・女性政策について明らかにする

ため，特に，グローバル化時代における東アジア

での国際結婚の現状に焦点をあてる． 

 

２． 活動実施報告 

 女性の自立について研究するためには，歴史的

な考察が不可欠であると考え，平成 23 年 12 月 4

日（日）に大妻女子大学千代田校にてシンポジウ

ム「日米韓軍事『同盟』と売春防止法」を開催し

た． 

３．研究目標の達成状況 

 当初の研究目的とは少し離れてしまったが，上

記のシンポジウムを通じて，東アジアにおけるプ

レゼンスの強化をはかるアメリカは，東西冷戦構

造の下，韓国軍と自衛隊の「創設」を進めた．そ

れに対し，占領期終了後も引き続き駐留する米軍

を積極的に受け入れ，女性の身体を管理し，買春

者としての米兵を性病から守る目的で，売春防止

法を制定した日本・韓国・沖縄．その状況を比較

検討することで，「戦争放棄」「主権在民」の憲法

下で，戦時同様，女性への暴力が再生産されて今

日に至る実態を明らかにした． 

 

４．まとめと今後の課題 
 本研究の特色・独創的な点として，以下の 3 つ
が挙げられる． 
(1) これまでジェンダーの問題として捉えられて

いた性売買と身体管理を軍事・政治との関連で
考察する点． 

(2) 「日米」「日韓」あるいは沖縄とアメリカとい
う「二国／二者」間で分析されていた問題をよ
り国境を越えて，多元的に考えることにより，
その構造を明らかにしようとする点． 

(3) 一つのディシプリンにとらわれず，歴史学・国
際関係学・異文化交流・社会学・法学の視点か
ら一つ一つ精査し，解明しようとしている点． 

 
今後は「売春防止法」に対する理解を深めるた

め，法律専門家や女性支援団体との提携が必須で
あろう． 

 

５．研究成果 

1) その他（公開講座・研究会，特許，受賞，マス

コミ発表等） 

（公開講座・研究会） 

 [1] 日米韓軍事「同盟」と売春防止法, 2011.12.4,13

時～17時 30分, 大妻女子大学千代田キャンパスA

棟 450教室． 


